
 

 

 

 

 

 

右田中学校ならではの立派な桜が満開の中、

令和８年度が始まり、約１ヶ月が経とうとして

います。新１年生 148名を迎え、2年生 131

名、3年生 118名、合計 397名の生徒と教職

員 42 名で、そ

れぞれの胸に希

望や夢、目標を

抱き、心新たに

スタートを切ったところです。 

入学式の日、学校中が新たな仲間が加わることにとてもワ

クワクしていました。廊下の壁には、ALTの先生方からのメ

ッセージが掲示され、ボランティアの生徒による生け花が各

教室に飾られ、新入生への祝福の気持ちでいっ

ぱいでした。入学式は厳粛な中にも温かな空気

で満たされ、とても清々しい式となりました。 

2年生、３年生も新たな学級で順調にスター

トしています。進級するという「節目」を大切

に、自分自身を振り返り次に進んでいる今、一

人ひとりのやる気と笑顔、凛とした姿が多く見

られます。頼もしい限りです。 

さて、この「学校だより」のタイトルは…今年度生徒会スローガンです！ 

これまで右田中学校では「自主・

自立の育成」をめざし、自分で考

え、判断し、行動する力の育成に

向けて、様々な教育活動を行って

きました。本年度は、自主・自立

をさらに進化させ、「主体性の育成」

をめざします。生徒会での協議で

は、この「主体性」を意識しなが

ら議論が繰り広げられ、納得！の

スローガンが生まれました。現在、

生徒昇降口の横に横断幕が掲げら

れています。学校にお越しの際に

は、ぜひ現物を御覧ください。 

右田中学校  学校だより  令和８年４月号 

教育目標 つながり合い成長し続ける右玉子の育成 

中学校の 

目  標 

生徒の主体性の育成 

～「右玉子 PRIDE」を心に灯し、自立へ～ 

～生徒会スローガンに込めた思い～ 

① コウ Do! 

・行動や考動などたくさんある中で、自分なりの「コウ動」

を見つけて欲しい。（自ら考え、行動して欲しい） 

・Do!にしたのは、ポップでみんなが口ずさみたくなると考

えたから。きっと愛着がわく。 

② きっとウマくいく 

・「午年」にあたり、「ウマ」を用いたスローガンにすること

で今年の特色を出した。 

・万事馬九行駆という言葉が昔から使われていた。 

・「９頭の馬が力強く自ら前進していく」この姿を生徒に見

立てた。生徒が主体性をもって、力強く前に進んでいく。

恐れずコウ動して欲しいという願いを込めている。 

ALT からのメッセージ 

生け花ボランティア 



●学校運営協議会● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 美作 健悟 教頭 田村 恵美(1,2 音 ) 教務 稲葉 政和(2理) 

1-1 大沢圭一郎(社) 2主任 山本佐智子(国) 3-1 松田 祥奈(理) 

1-2 清宮 志弥(理) 2-1 宮内 大輝(数) 3-2 有岡 隆司(社) 

1-3 大久保 恵(英) 2-2 岡部 ゆり(美) 3-3 福永 富之(数) 

1-4 緒方 克行(保体) 2-3 中沢由美子(英) 3-4 德王丸功太(国) 

1-5 西川 和里(数) 2-4 中村健太郎(保体) 3-7A 福川 達朗(数) 

1-6 岡本 正博(3音) 2-7A 福川 達朗(数) 副担 新久保春花(英) 

1-7B 野間 雅紀 2-8 大田  香(家) 副担 鹿屋 駿平(保体) 

副担 工藤 一臣(技) 副担 住谷 優生(社) 初任研担当 横沼 潤一 

副担 井上由紀子(国) 副担 中川  陸(小中連携理 ) ALT ロッジ 

副担 古屋 沙織(英) 養護 境 ほのか ALT チーホン 

学校支援員 野村  守 主査 山根美奈子 学校用務員 下村 博彦 

学校支援員 田邉 沙織 P T A 事 務 塩田 英司 学校用務員 去川 正博 

図書館司書 釘丸 結衣 SC 河合可南子 長研 髙橋  諒 

  始業式における 美作校長「式辞」   

生徒の皆さん、今日から学年が１つ上になりました。新しい 1 年の始まりです。きっと多くの人が、

「よし頑張るぞ」とか「楽しい１年にしたい」と思いながら登校してきたことでしょう。けれども、決

して「楽しいこと」が用意されているわけではありません。１年の中では、苦しいことや辛いことがあ

るでしょう。そんなとき、どんな気持ちの持ち方をすればよいのかお話しします。 

ヨーロッパのことわざに、「チャンスは前髪でつかめ」ということわざがあります。チャンスの神様

がいて、その神様は前髪だけが生えているのだそうです。チャンスの神様は、ある日突然、あなたの目

の前に現れて、とことこと歩いて向かってきます。見ると胸には、「苦しい」「辛い」と書かれていま

す。そんなことは嫌だと目をそらし、通り過ぎるのを待っていたいですよね。そうして、ふと振り返っ

てみると、背中に「楽しい」「喜び」「幸せ」などと書かれているのが目に止まります。慌てて神様をつ

かもうとしますが、もう手遅れです。チャンスの神様は前髪だけ生えていて後ろ髪はないので、つる

っとすべってつかむことはできません。 

つまり、チャンスは、あなたの目の前にチャンスとして現れることは希なのです。たいてい、大変そ

うなこと、難しそうなこと、苦労しそうなこととして現れます。そのことをチャンスだととらえて、チ

ャレンジすることが楽しさや喜びにつながるのです。もちろん、チャレンジすればいつでもうまくい

くとは限りません。むしろ、望むような結果が出ないことの方が多いでしょう。でも、大丈夫です。

日々、努力を怠らず、チャレンジし続ける人には、何度でも、チャンスの神様が現れます。 

私たち教職員は、かけがえのない生徒一人ひとりを大切にし、皆さんのチャレンジをしっかりと支え

ることができるよう頑張ります。さあ、チャンスは前髪でつかみましょう。 

最後に、右田中学校は、コミュニティ・スクールです。学校と家庭・地域が連携・協働し、豊かなつ

ながりの中で学校づくりと地域づくりを進めていきます。保護者や地域の方々が、頑張る皆さんをい

つも応援し、支えてくれていることも忘れないようにしましょう。 

会長 岩城 淳(右田地域青少年育成協議会会長)  副会長 船原洋平(PTA 会長) 

委員 河村勝治 重永敬二 田中美穂子 田村栄良 中司達美（地域の方々） 

   河村明夫(玉祖福祉センター長) 三戸紀枝（右田福祉センター長） 

   加藤祐之(右田小校長) 齊藤春美(玉祖小校長)   

美作健悟（右田中校長）、田村恵美(教頭)、稲葉政和(教務主任) 

●教職員の紹介● 


